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3) 建設年 

管理橋梁（356 橋）のうち、1980 年代までに建設された橋梁が 88%（316 橋）を占め

ます。 

 

図 1-1-4 建設年代別橋梁数 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～1969年 1970年代 1980年代 1990年代 2000年代 2010年～ 合計

鋼橋 2 20 13 5 1 1 42橋

RC橋 84 58 1 1 3 0 147橋

PC橋 11 35 18 10 6 3 83橋

溝橋 4 9 58 0 4 6 81橋

石橋 3 0 0 0 0 0 3橋

合計 104橋 122橋 90橋 16橋 14橋 10橋 356橋

割合 29% 34% 25% 5% 4% 3% 100%
合計 356橋
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1．2 計画の基本方針 
 

1) 長寿命化修繕計画の背景と目的 

いすみ市の管理橋梁の多くが、経済の高度成長期から安定成長期にかけての 1960 年代

から 1980 年代に建設されています。 

現在（2024 年）、管理橋梁（356 橋）において、建設後 50 年を超える橋梁は 4９％です

が、20 年後には 92％、30 年後には 96％と老朽化する橋梁が急速に増加します。 

また、近年の低成長経済の影響によって、財政を取り巻く環境は厳しく、橋梁の大規模修

繕や架け替えに必要な多額の費用を捻出することは難しい状況です。このままでは、将来の

道路ネットワークの安全性・信頼性の低下が懸念されます。 

これから老朽化する橋梁の急速な増加に対応するため、従来の損傷が著しくなってから

大規模な修繕、または架け替えを行う対処療法的な維持管理から、予防保全的な維持管理

へと方針転換し、橋梁の維持管理に係る費用の縮減を図る必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2-1 建設後 50 年以上経過する橋梁数の推移 

 

2) 基本方針 

いすみ市では、定期点検や日常的な維持管理に加え、個々の橋梁に対して予防保全を基

本とした最も効率的で効果的な修繕を計画的に実施することで、橋梁の長寿命化および維

持管理に係る費用の縮減を図ります。更に、橋梁の長寿命化により、架け替え工事による道

路交通に及ぼす損失の軽減など道路ネットワークの安全性・信頼性を確保します。 
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現在（2024年） 27橋 55橋 99橋 175橋

10年後（2034年） 13橋 14橋 55橋 274橋

20年後（2044年） 3橋 10橋 14橋 329橋

30年後（2054年） 0橋 3橋 10橋 343橋

40年後（2064年） 0橋 0橋 3橋 353橋

50年後（2074年） 0橋 0橋 0橋 356橋
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